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京都を襲った歴史時代の台風
―― 9 ～ 14 世紀を中心に――

片平　博文�＊

Ⅰ　はじめに

歴史時代の人びとによって残された記録を紐解くと、

過去にも数多くの台風が日本に接近・襲来していたこと

がわかる。台風は、ただ強風による被害ばかりではなく、

時には沿岸部における高潮災害や、大量の雨を伴う場合

が多いことからしばしば水害や土砂災害など、複合的な

被害を引き起こす恐ろしい災害の要因として位置づけら

れていた。しかし、後述するように、日本への台風の接

近や襲来が比較的頻繁であったにもかかわらず、歴史時

代のそれに関する研究例は決して多いとはいえない。そ

の理由として、おそらく台風の被害は強風や雨の空間的

な移動に伴って発生するため、歴史時代についてはその

移動経路や速度、風・雨の強さなどについて詳細な実態

把握が困難であったことに集約される。また史料的な制

約によって、近畿地方と中部地方または関東地方など、

ある程度広がりのある空間の現象を台風の動きに応じて

平等に比較・検討できるサンプルが、容易に得られない

ことなどが原因しているものと考えられる。

このような制約的条件の中で、歴史時代の台風に関す

る限られた研究事例は、第一に、有名な歴史的事件と関

連付けることによって、個別の台風のケースを扱ったも

のが多い。例えば、元寇として広く知られる 13 世紀後

半の文永の役や弘安の役と台風襲来との関連について、

気象学・気候学・歴史学などの分野からアプローチした

荒川 �1）、水越 �2）、三池 �3）、松嶋 �4）などの研究がそれである。

また歴史的事件とは直接の関連はないが、江戸時代では、

寛保二年（1742）に発生した個別の台風被害について、

近畿地方から中部・関東地方にまで及ぶ広範な地域の被

害状況を、当時の天候と比較しながら分析を試みた町田

の研究 �5）、幕末の京都における風水害と気象条件との関

係や、江戸時代後期の台風を分析した水越の研究 �6）など

があげられる。またその第二は、高橋 �7）や石井 �8）のよう

に、『源氏物語』など文学の立場から、平安時代中期に

おける台風の分析や文学作品と自然現象との整合性につ

いて論じたものである。これらの研究からは、紫式部を

はじめ、当時の人びとが驚くほど正確に気象現象を把握

していた事実を知ることができる。

以上の研究は、いずれも個別の台風や、歴史時代のご

く短い期間に限られた台風について分析したものである

が、その中で長期的な気温変化と台風特性との関係につ

いて、江戸時代もしくは一部に奈良時代以降の史料を参

考として台風発生の長期的な変化を考察した河田の研究

は貴重である �9）。歴史時代における災害や自然現象の分

析は、それぞれ個別の特徴を詳細に捉えることももちろ

ん重要な作業であるが、一方で、ある程度の長期間にお

ける災害の実態や自然現象の特性・変化を考えることも

また必要といえる。

小論では、まず平安京・京都（以下、「京都」）に残さ

れた、平安時代初期の 8世紀末から室町時代前期の 14

世紀末に至る古記録の中から、台風に関する記事を抽出

したデータベースを作成することによって、個々の台風

についての具体的な記事内容や京都への接近・襲来の月

日とその季節的な傾向などを分析する。さらに、その分

析をもとに、世紀ごとの長期間における台風の接近・襲

来の時期的変化について検討したい。ここで分析される

台風の特徴は、すでに筆者による洪水や旱魃の発生頻度

の分析から得られた結果 �10）と深く関連するものといえ

る。

なお、歴史時代の古記録には、いわゆる台風は「大

風」や「暴風」などの言葉で表現されている。また、

『枕草子』や『源氏物語』などの文学作品の中では、「野

分」という言葉で出てくるのがそれである。ここでは、

それらの用語で記録されたものを「台風」と呼ぶことに

する。

論　　文
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Ⅱ　台風に関するデータの収集

従来、歴史時代の災害に関するデータの収集には、ま

ず『日本災異志』『日本の天災・地変（上 ･下）』『日本

の気象史料（全 3 巻）』『気象史料シリーズ（全 6 巻）』

などを手がかりとすることが一般であった。しかし、こ

れらのデータにはしばしば災害の発生年月日・記述内容

などの間違いや史料の欠落などがみられることより、現

在ではあくまで参考として用いられることが多くなって

いる。小論では、東京大学史料編纂所によって提供され

ている 5 つのデータベース �11）（大日本史料総合データ

ベース・古記録フルテキストデータベース・古文書フル

テキストデータベース・平安遺文フルテキストデータ

ベース・鎌倉遺文フルテキストデータベース）の内容を

検索して台風に関する基礎データを収集した。さらにこ

れと、外園らによって作成された「日本中世における日

損・水損・風損・虫損・飢饉・疫病に関する情報（9～

17 世紀）」の災害年表 �12）、および池田によってまとめら

れた『日本災変通志』�13）の記載内容とを対応させること

によって、台風による被害発生の正確な年月日を確定し、

かつ記載内容の吟味と史料間の比較を行った上で、本論

で使用する「台風データベース」を完成させた。これは

実質的に、「京都やその付近に襲来した台風データベー

ス」として位置づけることができる。

しかし、「大風」や「暴風」とある記載の中で、それ

らを台風と判定する基準は意外に難しい。例えばこの中

には、季節風による強風もあれば、温帯低気圧が急速に

発達しながら接近・通過することによって発生する強風

も混在しているからである。そこで、まず台風に関する

気象庁の統計をもとに、観測時代以降の詳細な状況を調

べてみた。

気象庁ホームページ中の「過去の台風資料」�14）によれ

ば、1951 年から 2016 年までの 66 年間で近畿地方に接

近 �15）した台風数は合計 207 個であった。そのうちの多

くは 8月や 9月に集中しているが、早いものでは 5月に

3 個、また遅いものでは 11 月に 1 個がそれぞれ確認さ

れる。上陸数の場合はさらに少なくなるが、この統計か

ら、台風が近畿地方に接近する可能性のある時期は、ほ

ぼ 5月から 11 月の間であったことがわかる。歴史時代

においても、その時期は基本的に変わらなかったのでは

ないかと大まかに推測することが可能である。この期間

を目安にして、データベース中の「大風」「暴風」等の

記載のある記録のうち、ある程度の長時間にわたって強

風が持続しているもの、また風による直接の被害が確認

されるもの、さらに強風に伴って水害や土砂災害などの

被害が同時に確認されるものをそれぞれ抽出すると、平

安京建都の 794 年から室町時代前期にあたる 1400 年ま

での 600 余年間に合計 310 個の台風が確認され、京都と

その近辺に深刻な影響を及ぼしていたことが明らかと

なった �16）。310 個という数値をこの期間の年数で単純に

割ると 0.51 個／年となるから、平均して 2年に 1 個程

度の台風が京都とその付近に直接的な影響を及ぼしてい

たことになる。実際のところ、このデータベースに抽出

された台風は、古記録の内容を検討する限り、現在の気

象庁によって定義されている「接近」というレベルでは

なく、そのほとんどすべてが京都を含む畿内とその周辺

に「上陸」、もしくは京都付近を「通過」、または京都を

「直撃」したものであったと推定できる。
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第 1図：�20 年ごとにみた京都付近への台風襲来数（794 ～ 1400 年）
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Ⅲ　台風数の変化と襲来の季節

1　期間ごとにみた台風の数

歴史時代において、京都とその付近に深刻な影響を及

ぼした台風は、どの程度の頻度でやって来ていたのだろ

うか。ここでは、その長期間の時間的変化と・時期的特

徴について検討したい。そこで、台風の一定の期間ごと

の数とその変化をみるために、10 年ごと・20 年ごと・

50 年ごとの推移についてそれぞれ調べてみた。まず 10

年ごとの変化であるが、それぞれの期間ごとの台風数が

少ないことに加えて、そのばらつきがあまりにも激しく、

全体的にこれといった傾向は全く見出せなかった。また

50 年ごとの変化についても、13 世紀前半にあたる 1201

～ 50 年の数が群を抜いて多いこと、また 9世紀前半・

10 世紀前半・11 世紀後半がやや少なかったことを除け

ば、それ以外のデータに明確な傾向は現れなかった。

一方、第 1図に示したとおり、20 年ごとの変化につ

いても台風の数とその変化に目立った傾向は窺われない

が、よく見ると棒グラフのデータの 7～ 8本ごと、すな

わち 150 年前後の間隔を置いて、それぞれ必ず数の多い

ピークの期間を有していることがわかる。例えば、841

～ 860 年、1001 ～ 20 年と 1021 ～ 40 年、1201 ～ 20 年、

1341 ～ 60 年などがそれである。しかし、台風の数を示

す頂点の高さにかなりの違いが認められることから、必

ずしもこの傾向が長期間の周期的な変動を表したもので

あるとみなすことはできない。そこで、全体の傾向を捉

えるために、20 年ごとの棒グラフ 5本分のデータで移

動平均をとり、その結果を描いたものが第 1図中の折れ

線グラフである。これによれば、台風数は全期間の前半

部で相対的に少ない状態が続き、逆に後半部で多くなっ

ている事実を読み取ることができる。棒グラフ 5本分の

データの期間はちょうど 100 年となるため、世紀ごとに

集計したデータで比較すると意味があるように思われる。

そこで第 2図は、9～ 14 世紀の世紀別にみた台風数

の変化を示したものである �17）。9・10・11 世紀の間は、

100 年ごとにそれぞれ 40 個程度の数で極めて規則的に

推移していたが、12 世紀に入ると一気に 56 個にまで増

加し、さらに 13 世紀になると 75 個にまで増えている。

14 世紀には 50 個とやや減少したが、それでも 11 世紀

以前の数に比べると 12 世紀以降は明らかに多い状態が

継続している。全体として台風の数は、9～ 14 世紀の

600 年間のうち、その前半は相対的に少なく、また後半

になって一気に増加している特徴が読み取れる。

2　台風がやって来た季節

平均して 2年に 1個の割合で京都付近に影響を与えた

台風であるが、それは季節的にみていつ頃のものが多

かったのだろうか。第 3 図は、794 ～ 1400 年の間に確

認された 310 個の台風のうち、その年月日までを確認す

ることができる 292 個について、京都付近に襲来した台

風の数を旬別に示したものである。なお、月日について

は、現在の季節感と対応させるため、すべて新暦（グレ

ゴリオ暦）に変換されている。

台風の記録が確認されるのは、晩春～初夏の季節に相

当する 5月中旬から、晩秋の季節にあたる 11 月中旬の

間である。グラフは、9月中旬～ 10 月上旬の約 1ヶ月

にかけて、とりわけ多く襲来していたことを示しており、

そのわずか 3 旬だけで全体の 40％余りも占めている。

全体を見ると、5月中旬から梅雨末期にあたる 7月中旬

頃まではいずれも 10 個に満たず、まだ数は少なかった。

やや増えてくるのが、梅雨が終わり高温多湿な真夏を迎

える 7月下旬～ 8月中旬にかけてで、いずれの期間にお

いても 10 個を上回る数が確認されている。その後、8

月下旬になると数は 20 個以上と一気に増え、その状態

が 10 月の中旬まで続く。中でも 9月中旬～ 10 月上旬ま

での 1ヶ月間は、いずれの期間も 35 個以上の極めて多

い数値となっている。被害の危険度からみれば、まさに

最も警戒が必要な時期であったといえる。長く続いたそ

の状態が再び少なくなるのは、10 月下旬以降である。

以上の傾向より、1年の中で京都付近に台風がやって

くる期間は、①梅雨が終わるまでの台風発生の初期に襲

来するもの（以下、「発生初期」）、②梅雨後の真夏の時

期に襲来するもの（以下、「盛夏期」）、③台風の発生が

活発な時期に襲来するもの（以下、「最盛期」）、④台風
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第 2図：�世紀別にみた京都付近への台風襲来数（9～ 14 世紀） 
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発生の終わる頃に襲来するもの（以下、「終焉期」）の 4

つに大きく区分することができる。各期間の長さにはば

らつきがあるものの、それぞれの割合は「発生初期」が

12.0％、「盛夏期」が 14.4%、「最盛期」が 67.4%、そし

て「終焉期」が 6.2% となっている。

現在の観測結果 �18）によると、北太平洋において最も

多く台風が発生するのは 8 月で、9 月がこれに続く

（1951 ～ 2012 年）。また日本への月別上陸数についても、

最も多いのが 8月で、9月が 2番目となっている（1951

～ 2013 年）。ただしこれには、九州や四国などに上陸し

た数も含まれているため、ただちに京都周辺地域との比

較にはならない。しかし、古記録から得られた結果は、

おそらく四国東部や紀伊半島に上陸して京都に直接の影

響を与えた台風のピークが、現在の全国的な観測結果に

比べて、約 1ヶ月程度遅れていたことを示すものといえ

る。

3　5 月と 11 月の台風

第 3 図をみると、5 月には中旬の 2 個と下旬の 1 個、

また 11 月には上旬の 3個と中旬の 2個の、合計 8個の

台風が京都に影響を与えている。すなわち 5月に関して

は、天永二年四月九日（新暦 1111 年 5 月 25 日）、天福

元年三月二十九日（1233 年 5 月 16 日）、正平八年四月

五日（1353 年 5 月 16 日）の 3 個、また 11 月では、寛

仁三年九月三十日（1019 年 11 月 5 日）、治承元年十月

十六日（1177 年 11 月 15 日）、貞永元年閏九月十日

（1232 年 11 月 1 日）、元弘元年九月二十八日（1331 年

11 月 7 日）、暦応二年十月三日（1339 年 11 月 12 日）の

5 個である。このうち、とくに 5月中旬や 11 月中旬の

事例が、本当に台風であったかどうかを確認するために、

古記録の内容を具体的に検討してみたい。

まず、5月中旬という最も早い時期の例としては、天

福元年三月二十九日の記録が、『百練抄』や『民経記』

『明月記』『玉英記抄』�19）等、複数の古記録に認められる。

以下、読み下し文は一部、新漢字に改められている。

・�『百練抄』：二十九日「昼、風吹く有り。夜に入りて

猛
たけだけし

なり。法成寺薬師堂の廻廊等顚倒す。また藻壁

門顚倒しをはんぬ。今暁、前関白（九条道家）春日社

に参らる。保延の例と云々。大風の間、奉幣遅
ち

引
いん

す。

御神楽晩更に及び、春日山の樹木等、多く以て顛倒

す。万人、驚
きょう

遽
きょ

すと云々」。

・�『民経記』：二十九日「雨、殊に甚だし。夜に入りて

大風屋を沃
そそ

ぎ、樹を払う。人家塵の如し。驚くべし、

驚くべし」。

三十日「大風、なお沃ぐ如し。雨また時々灑
そそ

ぐ。大

殿（道家）、今日南都より還り向き給ふ。洪水滔々と

云々」。

四月一日「風雨、相交じる。涼気殊に甚だし、如

何」。

・�『明月記』：二十九日「朝、天陰。已後、大風甚雨。

……大殿、春日に参らしめ給ふと云々、夜前、九条殿

へ。風雨、日を定め為すに煩ふか。申時以後、風

彌
いよいよ

猛烈。夜に入りての後、舎屋悉く動揺す。其の

響き雷の如し。雨脚また甚だし。怖
ふ い

畏尤も切なり。

築垣・仮葺、皆吹き散ると云々」。

第 3図：�旬別にみた京都付近への台風の襲来数（794 〜 1400 年） 
（月日はすべて新暦（グレゴリオ暦）に変換してある。以下の図表についても同様）
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三十日「暁より風聊
いささ

か休む。天なお陰、門内の八

重白梅、根より折れ伏すと云々。……櫻桃梅梨、結

ぶところの子
み

、青き乍ら落ち敷く。法成寺の内の北

御堂、金堂の北、顚倒すと云々。寺務、頓死す。堂

宇、顚
たふ

れ仆
ふ

す。……未の後また雨降る。風、なほ烈
はげ

しと雖も昨日に似ず。……風雨の景気、春盡くすの

色無し。枝を損なう緑樹の中、牡丹獨
ひと

り盛んに開

く」。

・�『玉英記抄』三月二十九日「天陰。寅剋、出洛し春

日に参る。……亥剋、宝乗院に著く。此の間、大雨

大風、説くべからず。社頭に参らむと欲すの處、出

行能はず。種々立ちて祈誓す。子剋に大風止まる。

是、心願冥
めい

助
じょ

に達するか。先ず告文を書き、秀持を

以て使となすと云々。神馬を奉るなり。是、大風に

謝し申すなり。丑剋、御社に参る。束帯なり。先ず

御禊有り。公卿の座に於いてこの事有り。保延二年

の祓殿屋なり。御座を用意す。而るに大風大雨に

依って叶はず。仍って宿所に於いて先ず之を行ふ。

是また保延三年の例なり」。

上記の古記録から読み取れる情報を集約すると、この

時の大風は三月二十九日、すなわち新暦 5月 16 日の昼

前頃に激しくなり始めている。風は、夕刻から夜にかけ

てさらに激しさを増し、家々を大きく動揺させた上、法

成寺や平安京大内裏西側の藻壁門などを顚倒させた。ま

た法成寺では、建物の下敷きとなって人的な被害も出て

いる。民家などは、あたかも塵のように飛ばされていっ

た。またこの日の早朝、前関白の九条道家は奈良の春日

社に参拝に出かけたが、風雨があまりにも激しく、到着

後の予定が大きく遅延した。しかし『玉英記抄』によれ

ば、奈良の大風は、亥剋頃まで、すなわち午後 10 時頃

まで大風と大雨とが激しく入り混じる最悪の天候であっ

たが、真夜中の子剋頃（午前 0時頃）には一時的にそれ

が止んだ。しかし、丑剋頃（午前 2時頃）には再び大風

と大雨に見舞われ、参拝の儀式進行は妨げられていたこ

とがわかる。また、春日社裏にある春日山の木も、その

多くが倒れてしまった。道家は、夜が明けた 17 日に帰

還しようとしたが、前日から雨も激しく降ったために途

中の河川では洪水も発生しており、京都に向けた道のり

は容易ではなかった。

以上の記録をまとめると、この大風が 5月 16 ～ 17 日

にかけてかなり長い時間継続して吹いていること、少な

くとも京都と奈良の広範囲にわたって強風と豪雨があっ

たこと、建物や森林への被害が顕著だったことなどから、

やはり台風であったことは間違いない。また、春日社で

強風が一時的に止んだというのは、台風がまさにこの時

間に、奈良付近を通過したためではないかと考えられる。

自邸もまた被害を受けた『明月記』の記主である藤原定

家が、17 日の天候について、「風、なほ烈しと雖も昨日

に似ず。……風雨の景気、春盡くすの色無し」と書いて

いるのは、奈良付近を通過した台風が東に移動するに

伴って、翌 17 日の京都付近では今度は北寄りの風が吹

いており、涼しかったことを示すものではないかと考え

られる。さらに、『民経記』四月一日（5月 18 日）条に

よれば、台風の翌々日もまた涼しい日が続いた。

次に 11 月中旬の最も遅い事例として、治承元年十月

十六日（1177 年 11 月 15 日）の『玉葉』�20）の記録があげ

られる。同日条には、「天晴。夜に入りて風雨共に烈
はげ

し。

子刻、人告げて曰く、「前大僧正入滅す」と。即ち使者

を遣はさんと欲すの處、夜已に五
ご

更
こう

。これに加へて暴風

雷雨の間、遼遠の境、人の通る能はず」とあって、晴れ

ていたこの日は、夜になってから急激に雨と風が激しく

なり、五更、すなわち夜明け近くになっても治まらな

かった。使者を外に出そうとしたが、あまりにも風と雷

雨がひどく、遠くに及ぶまで人の通行ができない状況で

あった。一般に、古記録の中で「人や馬が通行できな

い」というのは、市街地が洪水に見舞われた場合に使用

される貴族日記の常套句で、この時もまた、京都のかな

り広い範囲にわたって水が溢れていた可能性が高い。以

上、暴風雨が夜の初めから少なくとも翌明け方まで継続

していること、暴風雨が雷を伴っていたこと、市街地の

小河川や溝などが溢れて洪水となっていた可能性が高い

ことなどから考えて、この日についてもまた京都に台風

が接近していたものと考えられる。

Ⅳ　期間別・旬別にみた京都への�
台風の襲来率とその変化

1　台風の襲来率と世紀ごとの変化

第Ⅲ章で述べたように、京都とその付近に深刻な影響

を及ぼした台風の数は、9～ 11世紀の3世紀間に比べて、

12 ～ 14 世紀に増加していることがわかった（第 2図）。

また、京都に台風がやってきた旬別の時期は、600 年間

余の記録の集計から、「発生初期」、「盛夏期」、「最盛期」、
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「終焉期」の 4 つの期間に分けて考えることができる

（第 3図）。それらの事実と傾向を踏まえて、第 4図は、

台風の襲来期を上の 4つの期間に分け、かつそれらの世

紀ごとの変化を比率（襲来率）に変換して比較したもの

である。図によれば、9・10・11 世紀の間に京都にやっ

てきた台風の 70％以上が、新暦の 8月下旬から 10 月中

旬までの「最盛期」に集中していたことがわかる。とく

に 10 世紀には、その割合が 80％近くの高率に達してお

り、3世紀間をすべて含めた平均でも 75.7％の高い値と

なっている。実に前半の 300 年間は、4個のうちの 3個

がこの期間にやってきた台風であった。

そのような傾向に変化の兆しが現れるのは、台風の数

が増えた 12 世紀以降のことで、「最盛期」の比率は一気

に 50％台後半にまで下り、その後 13 ～ 14 世紀になっ

ても 60％前後の数値を大きく上回ることはなかった。

12 世紀以降、「最盛期」における台風の襲来率は、それ

までの 3世紀間の平均に比べて約 15 ポイントも下回る

状況が続いた。その一方で、12 世紀には、7月下旬から

8月中旬の「盛夏期」にやってくる台風の比率が大きく

増加している。すなわちこの「盛夏期」の台風は、9世

紀に 15.0％、10 世紀に 10.3％、11 世紀に 10.0％と推移

してきたが、12 世紀には 21.8％と急激に高くなり、こ

れまでの平均の約 2倍にまで増えている。この比率は

13 世紀にはやや下がるが、14 世紀には再び 16％台にま

で上昇している。また、13 世紀以降には「発生初期」

にやってきた台風の比率が、12 世紀までの 4世紀間に

比べて増えていることがわかる。さらに、数値的には決

して多くはないが、「終焉期」の台風も、12 世紀を境と

してそれ以降の比率がやや増えている。このようにみて

くると、台風の襲来に関して、11 世紀以前と 12 世紀以

降とでは、その傾向に大きな違いのあることが判明する。
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第 4図：�期間別にみた世紀ごとの台風の襲来率（9～ 14 世紀）
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第 5図：�旬別にみた京都付近への台風の襲来率（9～ 11 世紀）
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2　旬別にみた台風の襲来率

次に、旬別に分けた台風の襲来率に関して、世紀ごと

の特色を比較してみたい。第 5図は 9～ 11 世紀、また

第 6図は 12 世紀～ 14 世紀に関する、それぞれ新暦に変

換した旬別の京都への台風襲来率を示したものである。

第 5図の 9世紀から 11 世紀については、とくに 9月中

旬から 10 月の中旬にかけて高いピークを形成しており、

この時期に台風が頻繁に襲来していたことを示している。

このうち、9世紀と 10 世紀については、9月中旬と 10

月上旬とにピークが分かれているが、11 世紀の場合は 9

月下旬に 25％を上回る非常に高いピークとなっている。

この傾向とは逆に、「発生初期」にあたる 5月中旬と同

下旬、また「終焉期」にあたる 11 月中旬については、

この 3世紀間で一度も台風の襲来が確認されていない。

秋の 11 月上旬についても、寛仁三年（1019）にわずか

1回が記録されているだけである。9～ 11 世紀の間は、

9月中旬から 10 月中旬の時期に台風が多く集中してい

たのに対して、「発生初期」や「終焉期」にはむしろ少

なかったという明確な特徴が認められる。

また第 6図の 12 ～ 14 世紀については、いずれの世紀

も第 5 図の 9 月中旬から 10 月中旬にみられたような、

極端に高いピークが存在しない。その代わりに、12 世

紀では 7 月下旬～ 8 月中旬の「盛夏期」や 10 月下旬

（「終焉期」）の比率がとくに高くなっている。また、13

世紀と 14 世紀については、「盛夏期」の比率もある程度

高いといえるが、それ以上に「発生初期」の台風が 5月

中旬から 7月中旬までのほとんどの旬において複数個み

られ、全体的にこの期間の比率が高くなっている。とく

に 13 ～ 14 世紀の特徴として、「最盛期」に大きなピー

クはないものの、「発生初期」の初夏・梅雨期や、「終焉

期」の 11 月上旬・中旬にも確認される。つまり、台風

襲来の期間が、初夏と晩秋との両側の季節に向けて長く

なっているのである。

では、9～ 11 世紀の特徴とは違って、12 世紀に「盛

夏期」の台風が急激に多くなり、また 13 ～ 14 世紀には

5 月中旬の初夏と梅雨期や、11 月上旬・中旬の晩秋に

やってくる台風が増加したのはなぜなのか、次章ではそ

の理由について考えてみたい。

Ⅴ　台風襲来数の変化と気候変動との関係

1　12 世紀における台風の傾向

従来の成果によると、日本の奈良時代から平安・鎌倉

時代にかけての気候は、どちらかといえば温暖な時期に

属していたとされている �21）。例えば阪口は、尾瀬ヶ原の

中央部から得られた泥炭層に含まれるデータから花粉分

析を行い、過去 7800 年間の気候を 13 の時期に分けたが、

この結果はこれまで数多くの論文に広く紹介・引用され

てきた。阪口の区分によれば、紀元後 732 年～ 1296 年

までが「奈良・平安・鎌倉温暖期」と呼ばれる暖候期と

されている �22）。また、鹿児島県屋久島で 1970 年に伐採

された 1866 本の年輪を持つ屋久杉について、安定炭素

同位体比（13C/12C）の分析から気候変動を分析した北川

の結果をみても、奈良時代の 8世紀以降から鎌倉時代の

13 世紀頃にかけての時期は、温暖状態にあったことが

明確に示されている �23）。

その一方で、紀元後から現在までの 2000 年間につい

て、世紀ごとに世界各地の気候変化の状況を内外の文献

からまとめた鈴木によれば、12 世紀におけるアジアや
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第 6図：�旬別にみた京都付近への台風の襲来率（12 ～ 14 世紀）
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日本の気候は全体に暖かいとされる中で、その後期には

寒冷な時期もあったことを指摘している �24）。また吉野は、

サクラの開花期から歴史時代の気候変動を考察した論文

のまとめとして、11 世紀から 14 世紀までは比較的低温

で春が遅く来たこと、とくに 12 世紀（の春）はかなり

低温であったとしている �25）。これらの論文から、12 世

紀の気候の状態について、複数の考え方が存在するよう

に思われるが、その一方で阪口や北川によって作成され

た古気温曲線や気候復原図を詳細に検討すると、8～ 13

世紀頃は温暖であったという大きな傾向が見られる中で、

より短期間における気温の変動もまた同時に確認するこ

とができる。

では台風の記録からみると、12 世紀はどのように評

価することができるだろうか。第 6図でみた 12 世紀の

台風の特徴は、7月下旬～ 8月中旬の「盛夏期」や、「終

焉期」にあたる 10 月下旬に襲来した比率が、他の世紀

の記録に比べてとくに高かったことである。すなわち、

12 世紀については、それまでの 3世紀間で確認された

ような「最盛期」における襲来頻度が極端に低くなり、

代わってその両側の期間にあたる「盛夏期」や「終焉

期」の比率が高くなっているのである。

台風が発生する場所は、一般に、赤道北側の北緯 10

度から 20 度付近にかけての海域であるとされている。

北西太平洋のその海域には、赤道を越えてやってくる南

西季節風や南東貿易風と、太平洋高気圧から吹き出す北

東貿易風とがぶつかり合う、熱帯収束帯と呼ばれる領域

が存在している �26）。この場所では、クラウドクラスター

と呼ばれる寿命の短い積乱雲が絶えず生成と消滅とを繰

り返しているが、この雲が大きく発達した場合に台風と

なることが多い。北半球の熱帯収束帯は季節によって南

北に移動するため、冬季には赤道に近い低緯度にあるが、

夏季には北緯 20 度付近にまで北上する。この動きに

伴って、台風の発生場所もまた変化することになる。夏

季に発生した台風が、その後短時間で日本のすぐ南海上

にやってくるのはこのためである。

第 2図からも確認されたように、12 世紀の台風の総

数は、9～ 11 世紀の 3世紀間に比べて 30％以上も増加

していた。京都とその付近に襲来した台風の数が、その

まま当時の台風の発生数に比例するとは限らないが、過

去 3世紀間にほとんど変化のみられなかった状況が 12

世紀になって急激に増加したことは、おそらくこの 12

世紀を通して（さらに 13 世紀や 14 世紀も含めて）、熱

帯収束帯付近における大気の循環がかなり活発だったこ

とを裏付けるものである。それに対して、日本付近の状

況はどのようなものであったのだろうか。それを知るた

めに、「盛夏期」を含む 7～ 8 月における日々の天気の

記録を分析した。

第 7図は、水越によって編集された天候記録をもとに

して、12 世紀における 7～ 8 月の天気の記録を示した

ものである �27）。なお、現在の季節変化と対応させるため

に、表中の月日はすべて新暦に変換されている。凡例に

ついては、晴の日を 1、「晴陰不定」など晴と曇の両方

がみられる日を 2、曇の日を 3、少しでも雨が降った日

を 4（ただし、明らかに夕立と判別できるものは除く）、

そして天気に関するデータのない日を空欄（白抜き）と

して、1101 年から 1200 年まで全 6,200 日の天気が区分

された。そのうち、天気の良くなかった日が容易に判別

できるように、3の曇の日は薄いグレーで、また 4の雨

の日はやや濃いグレーでそれぞれ塗られている。全体的

にみて、7月の上旬や中旬に曇や雨の日が多いのは、お

そらく梅雨の影響によるものと考えられる。また梅雨期

ほどではないが、8月下旬についてもやや晴の日が少な

い印象を受ける。こちらはおそらく、秋雨前線の影響な

ど盛夏の終了期と関係があるのだろう。では、7月下旬

～ 8月中旬までの「盛夏期」については、どのような傾

向がみられるだろうか。

史料的な制約から、1120 年代前半頃、1130 年代後半

～ 50 年頃、1150 年代後半～ 60 年代前半頃などにまと

まって「空欄＝データなし」の区分が認められ、全体の

傾向がややわかりにくくなっている。しかし、12 世紀

最初の 20 年間余については晴の日が連続している年が

多く、また夕立が活発なことに加えて「暑い」という表

現や、「祈雨」などの記述がみられる年もいくつかみら

れた。これとは反対に、世紀後半の 1160 年代以降につ

いては、かなり曇や雨の日が多くなっていることが読み

取れる。また、「空欄」が多い世紀半ばの頃でも、暑い

夏が確認される一方で、8月上旬や中旬に雨の多い年が

断片的に認められ、洪水が発生した年や冷夏となった年

も散見される。一般に、7月下旬～ 8月中旬の「盛夏期」

に曇や雨の日が多いということは、平年的な大気の大循

環や気圧帯の季節移動などから考えて、その年における

太平洋高気圧の日本付近への張り出しがやや弱かったこ

とを示すものである。そうだとすれば、北西太平洋の熱

帯収束帯付近で発生した台風のいくつかは、まず東風に
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よって西方向に流された後、勢力のやや弱い太平洋高気

圧の西縁を時計廻りに吹く風に乗り、日本付近に近づき

やすい条件となったのだろう。

以上のことから、12 世紀の 7～ 8 月の「盛夏期」に

関して、その前期にはかなり暑い年が連続して続く期間

があったと考えられる一方、後期には曇や雨の多い年が

目立っていたことから、比較的涼しい夏が多かったもの

と推測できる。また、天気関連の史料の少ない中期につ

いても、暑い夏が続く中で時々冷夏や洪水があったこと

から、温暖の変化の激しい期間であったことがわかる �28）。

また第 1表は、「盛夏期」に襲来した台風の年代を世

紀別に示したものである。全部で 42 個が確認されるが、

そのうち 12 世紀のものは 12 個となっており、その 8個

凡例 1：晴 2：晴と曇 3：曇（薄いグレー）  4：雨（濃いグレー）  空欄：データなし 

上旬

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

1101 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 4 1 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1102 4 4 2 3 1 4 4 1 1 3 2 4 1 4 4 1 3 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 4 4 1 4 4 1 3 4 1 1 4 1 1 4 1 4 1
1103 4 4 4 1 3 1 4 4 4 4 4 4 4 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1
1104 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1
1105 4 4 4 4 1 1 1 1 4 4 1 1 1 1 1 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 4 4 4 1 1 1 1
1106 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 4 4 1 1 1 4 4 4 1
1107 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 4 4 2 4 1 1 1 1
1108 1 4 1 4 4 4 4 4 1 4 4 1 1 1 4 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1109 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1110 4 4 4 4 1 1 4 1 1 1 1 4 4 1 1 4 1 1 1 4 4 4 4 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1111 4 4 4 1 4 1 4 3 1 1 4 4 1 4 1 4 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 4 4 1 1 1 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1112 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 4 4 1 4 4 1 4 1 1 4 4 1
1113 2 4 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 4 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1
1114 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 4 4 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 4 4 1 4 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1115 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 3 2 4 4 3 1 1 1 4 4 1 1 1 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 4 4 4
1116 4 1 1 1 4 4 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 4 1 1 4 4 1 4 1 1 1 1 1
1117 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 3 1 1 1 1 4 1 1 3 4 1 1 4 1 4 1 1 1 1 1 4 3 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 4 1 1 1
1118 4 4 4 4 4 4 4 4 1 4 4 4 4 1 3 1 1 1 1 4 4 1 1 1 1 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 4 3 1 1
1119 1 1 1 4 1 1 1 1 4 4 4 4 4 1 4 4 1 1 4 4 4 4
1120 4 4 4 4 4 4 4 4 1 4 4 4 4 4 1 4 4 4 1 4 4
1121
1122
1123
1124 1 1 1 1 1 4 4 4 4 4 1 1 1 1 1 1 4 1 1
1125 1 1 4 4 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 4 4
1126 4 1
1127 1 4 4 4 4 1 1 4 4 4 1 1 3 4 1 4 1 4 4 4 4 1 1 1 4 4 4 4 4 4 4 4 4
1128 4
1129 4 4 4 4 4 4 4 4 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 4 4 4 4 4 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 4 4 4 2 1 1 4 4 4
1130 4 4 1 1 1 1 1 4 1 4 4 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 4 4 4 1 4
1131 1 1 1 1 4 3 1 1 4 1 1 4 1
1132 4 4 1 1 4 3 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 2 1
1133 4 4 4 4 2 1 1 4 2 1 1 1 4 4 1 1 1 1 4 1 1 1 4 1 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 2
1134 4 1 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 1 1 3 4 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1
1135 1 1 1 1 1 4 1 4 4 4 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 4 1 1 1 3 1 1
1136
1137 4 4
1138
1139 4
1140 4
1141
1142 4 4 1
1143 4 1 1 4 1 1
1144 4 1 1 1
1145
1146 4 1 4 4 4 4 4 4
1147 4 4 3 1 1 4 4 1 1 1 4 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4
1148 1
1149 4 4 1 4 4 4 3
1150 4 4 1 4 1 4 1
1151 1 1 1 1 1 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 4 1 1 1 4 1 4 1 1 1 1 1 4 4 3 3 1
1152 4 1 1 1 3 1 4 4 1 3 4 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4
1153 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 4 1 1 4
1154 4 4 1 1 1 4 3 1 4 4 4 4 1 1 1
1155 1 1 4 1 1 1 1 3 4 1 1
1156 1
1157 1 1 1 4
1158 1 3 3 4 4 3 4 1 1 4 4
1159
1160 4 1 1
1161 4 1 4 4 1 1 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 4 3
1162
1163
1164 1
1165 4 4 4 4 4 4 4 4 1 4 1 1 1 4 1 1 4 4 1
1166 4 1 4 1 4 3 1 1 1 1 2 1 1 1 4 4 1 1 1 4 4 4 4 4
1167 1 4 1 2 1 4 1 1 4 4 1 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 4 4 1 1 4 4 4
1168 1 1 1 4 4 1 4 1 1 1
1169 4 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1170 1 1 1 1 1 1 1 4 4 4 4 4 1 4 4 4
1171 4 4 4 4 4 4 4 2
1172 1 4 4 1 1 4
1173 1 1 4 4 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 4 4 1 1 1 1 1 1 4 4 1 2 1 1 4 4 1 1 1 1
1174 4 4 4 1 1 1 1 1 4 4 4 1 1 1 1 4 4 1 1 3 4 4
1175 1 4 4 4 4 4 1 1 1 4 4 4 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 4 1 2 1 1 1 1 4 4 4 1 1 2 2 4 1 1 1 4 1 4 1 4 4
1176 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 4 4 4 1 1 1 1 1 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 4
1177 4 1 4 1 1 4 4 1 1 4 4 1 1 1 1 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 4 4 1 1 1 1 1 4 4 4 4 4 4 4 4 4 1 4 1 2 4 1 1 1 1 1 1 1 1 2 4 1
1178 4 4 4 1 1 2 4 4 3 1 4 3 1 1 3 3 4 4 4 1 1 4 4 4 1 4 1 4 1 4 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 4 1 4 4 1 2 4 2 1 1 1 1 1 1
1179 4 3 1 4 4 3 3 4 3 4 4 4 4 1 1 1 3 4 2 4 1 2 2 2 4 2 1 1 1 1 4 1 1 1 4 4 1 3 1 1 1 1 2 4 4 4 4 4 4 1 4 2 1 1 2 2 1 1 1
1180 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 3 2 4 2 1 1 1 1
1181 1 4 4 4 2 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 4 4 1 1 1 4 4 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 4
1182 1 1 4 4 4 4 4 2 3 4 4 4 4 2 2 4 2 3 1 4 2 4 4 1 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 4 1 2 1 4 4 4 1 4
1183 1 1 4 4 4 1 1 2 1 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 1 1 1 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 4 4 4 2 4 1 1 1 2 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1
1184 4 1 1 1 4 4 1 1 2 1 1 1 1 1 1 4 2 2 3 1 1 1 1 1 1 4 2 1 1 1 4 4 4
1185 1 4 4 4 1 4 1 1 1 1 3 1 1 4 1 4 4 4 4 2 2 1 1 4 2 2 2 4 1 2 1 1 4 2 2 2 2 2 2 1 1 1 2 1 2
1186 1 4 2 4 1 4 4 4 4 1 4 1 1 3 4 4 4 4 1 1 1 1 4 1 1 4 4 1 1 4 3 2 1 4 1 1 1 1 1 1 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1
1187 1 2 1 1 1 4 1 1 4 4 1 1 1 1 4 4 4 3 4 1 1 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 1 1 2 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 4 4 1 1 2
1188 1 1 1 4 4 1 4 4 2 4 4 4 1 1 1 1 1 4 4 4 1 1 4 2 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 4 4 4 4 4 4 1 1 1 4 1 4
1189 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1190 4 3
1191 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 3 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 2 4 4 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 4 4 1 1
1192 4 4 4 1 4 1 4 1 1
1193 4 1 4
1194 4 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 4 4 1 1 1 4 4 3 1 1
1195 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1196 4 4 4 4 2 3 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 1 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 4
1197 4 1 1 1 1 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 4 1 1 4 4 2 1 1 1 4 3 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 4 1 1 1 3 4 1 1 1 1 4 4 4 3
1198 3 4 4 4 4 1 4 4 3 4 1 4 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1199 1 1 1 1 1 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 4 4 4 4 1 1 1 4 1 4 1 4 2 4 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1200 1 1 2 4 1 3 4 4 4 4 4 4 4 2 4 1 1 1 1 1 1 4 4 4 4 4 4 1 1 4 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 4 4 1 4 1 1 1 1 1 4 4 4 4 1 1 1 1 1 1 1 1

7　 　月 8   　月
中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

�凡例　1：晴　　2：晴と曇　　3：曇（薄いグレー）　 4：雨（濃いグレー）　 空欄：データなし
第 7図：�12 世紀における 7～ 8月の天気 

1 2 3 4 5
9世紀 847 859 899
10世紀 947 957 966
11世紀 1023
12世紀 1177 1182 1187
13世紀
14世紀 1309 1349 1366
9世紀
10世紀
11世紀 1009 1095
12世紀 1119 1131 1159 1176
13世紀 1207 1245 1247
14世紀 1302 1355
9世紀 819 860 875
10世紀 961
11世紀 1020
12世紀 1113 1125 1144 1151 1176
13世紀 1206 1226 1238 1240 1242
14世紀 1314 1350 1355

7
月
下
旬

8
月
上
旬

8
月
中
旬

第 1表：�旬別にみた「盛夏期」台風 
（7 月下旬～ 8月中旬）の襲来年
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までが世紀半ばから後半にやってきた台風である。とく

に、天気の傾向がある程度判別できる 1170 年代以降に

やってきた台風については、いずれも 7月下旬～ 8月中

旬にかけて、曇や雨が多かった年と一致していることが

確認される。

2　13 ～ 14 世紀における台風の傾向

すでにみたように、13 ～ 14 世紀における台風の特徴

は、その「最盛期」には大きなピークがないものの、

「発生初期」の 5月や、「終焉期」の 11 月上旬・中旬に

も確認されることである。言い換えれば、その「最盛

期」に襲来する比率が低下した代わりに、襲来の旬日が

初夏と晩秋との両側の季節で相対的に増え、かつ全体に

襲来期間が長くなっていることである。この理由は、お

そらく日本付近とその南側海域における気候の変動と、

それに伴う大気の流れの変化が密接に関連しているもの

と考えられる。

第 8図は、阪口によって作成された古気温曲線のうち、

9～ 14 世紀に関係のある期間を抜き出し、図に一部改

変を加えたものである �29）。また第 9図は、北川によって

分析された歴史時代の気候復原図のうち、9～ 14 世紀

の期間を中心に一部追加したものである �30）。両者の図か

ら知られる気候変動に伴う気温の変化が、台風の襲来期

間とどのように関連しているかを確認してみたい。まず、

13 世紀から 14 世紀の変動をみると、第 8図では 13 世

紀の初頭に、阪口の言う「奈良・平安・鎌倉温暖期」の

最後で最大のピークがあり、それ以降、14 世紀の半ば

過ぎまで一気に下降して寒冷に向かっていることが読み

取れる。阪口は、その間の 1296 年に同温暖期が終了し、

その後は室町から江戸時代にかけて寒冷期が続くとして

いる。一方、北川の第 9図においても、同じく 13 世紀

の初めに、9世紀末に匹敵する大きな温暖のピークが存

在し、その後 14 世紀の半ば過ぎに至るまで、継続的に

気温が低下していたことが示されている。調査地が尾瀬

と屋久島とで異なってはいるが、13 ～ 14 世紀頃の傾向

が全く同時期に同じパターンを示しているという事実は、

この変化がかなり広域的なものであったことを示唆する

ものである。すなわち、13 世紀は全体的には温暖期で

あったといえるが、そこから 14 世紀の半ば過ぎに向け

て一方的に気温の低下がみられ、やがて寒冷期に向かっ

た時期なのである。

これら第 8図・第 9図から、13 ～ 14 世紀にかけての

気温低下の期間を読み取ると、ほぼ 1210 ～ 1360 年頃の

間であったとみなされる。第 2表は、13 世紀と 14 世紀

に入って増加した「発生初期」における台風襲来の年を、

5月中旬～ 7月中旬までの旬別にみたものである。9世

紀～ 14 世紀の約 600 年間で、「発生初期」の期間にやっ

て来た台風の総数は合計 35 個であるが、その内訳は、9

世紀が 3個、10 世紀が 4個、11 世紀が 3個、12 世紀が

5個であったのに対して、13 世紀は 12 個、14 世紀は 8

個とそれぞれなっており、13 世紀以降の急激な増加が

みられる。また 13 世紀と 14 世紀の台風は、そのすべて

が気温の低下傾向にあった 1210 ～ 1360 年の間に記録さ
1210
1360気温の

低下期

第 8図：�歴史時代における古気温曲線（阪口の図を一部改変） 

1210 1360

第 9図：�歴史時代の気温復原図（北川の図に一部追加）

第 2表：�旬別にみた「発生初期」台風 
（5 月中旬～ 7月中旬）の襲来年

1 2 3 4 5 6 7
5月中旬 1233 1353
5月下旬 1111
6月上旬 836 910 1226 1242 1271 1321 1347
6月中旬 850 1015 1217 1251 1352
6月下旬 916 973 1182 1212 1284 1309 1320
7月上旬 1005 1012 1134 1144 1230 1350 1359
7月中旬 865 976 1119 1232 1286 1291

（網掛けは、1210～1360年の台風襲来年を示す）�（網掛けは、1210 ～ 1360年の台風襲来年を示す）
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れたものである。さらに、この期間の台風数は計 20 個

であるが、9～ 14 世紀全体の数の約 57％にも達してい

る。実に全 35 個のうちの 20 個までが、1210 ～ 1360 年

に至るわずか 150 年間に襲来したものであった。この時

期の気温低下が、5月から梅雨期の 7月中旬に至る「発

生初期」の台風に対して、大きな影響を与えていたこと

はほぼ間違いないだろう。

日本への台風の襲来を考えた場合、考慮しなければな

らないのは偏西風の影響である。一般に、熱帯収束帯の

付近で発生した台風は、まず偏東風に乗って西に進むこ

とが多く、やがて亜熱帯高圧帯を超えて北上してくると

今度は偏西風帯に突入し、進路を東寄りに変えて時には

日本付近に接近する �31）。この偏西風の強風軸は、夏季と

冬季とで南北に移動することが知られており、気温が高

い季節には比較的高緯度に位置している。地表面付近で

の偏東風と偏西風との境目は、北半球の場合、冬季で北

緯 25 度、また夏季には北緯 35 度付近に位置しているこ

とが多い �32）。こうした大気大循環のメカニズムから考え

ると、日本付近で温暖傾向から、継続的に寒冷へと移る

傾向にあった 13 ～ 14 世紀には、平年的な偏西風帯は、

低緯度方向に向けて少しずつ移動していた可能性が予測

できる。もしそうであるとすれば、発生後西側に移動し

ていた台風は、これまでよりも低緯度の海域で偏西風の

勢力に巻き込まれる確率が高くなるはずである。1210

～ 1360 年に襲来した台風がほかの世紀に比べて極端に

多いのは、気候変動に伴う気温の低下によって、おそら

く偏西風帯が低緯度側に移動したことが原因ではなかっ

たかと結論付けられる。

また「終焉期」の台風に関しても、11 月上・中旬に

やって来た数は合計 5 個であるが、そのうちの 3 個が

13 ～ 14 世紀のものであった。風神・雷神像の歴史的な

流れを調査した吉野は、それら作品の成立年代が、気候

変動の波からみて温暖から寒冷に向かう時代や寒冷の底

の時代に一致することを指摘している �33）。13 ～ 14 世紀

における台風襲来の傾向と直接結びつくようで、大変興

味深い。

Ⅵ　おわりに

9 世紀～ 14 世紀にかけて京都とその付近に襲来した

台風は、その前半にあたる 9～ 11 世紀に比べて、12 ～

14 世紀に大きく増加した。また台風の襲来期間は、「発

生初期」「盛夏期」「最盛期」「終焉期」の 4期に分類で

きた。さらに襲来時期を期間別にみると、9～ 11 世紀

には「最盛期」に襲来する台風が圧倒的に多かったが、

12 世紀に入るとその比率は一気に減少した。それに対

して、今度は「盛夏期」や 10 月下旬の「終焉期」の台

風が、さらに 13 ～ 14 世紀になると「発生初期」の 5月

中旬～ 7月中旬や、「終焉期」の 11 月上・中旬に襲来し

た台風の比率がそれぞれ高くなった。この結果は、台風

襲来の中心的な期間である「最盛期」ばかりでなく、12

世紀以降はその両側の期間にもこれまでより多くの台風

がやってきたことを示している。つまり、襲来の期間が

長くなったわけである。その原因の一つは、日々の天気

の変化や、長期間における気候変動の波を分析した結果、

温暖期から寒冷期へと向かう途上の、気温の低下期と密

接に関連していることが明らかとなった。

気象衛星から刻々と送られてくる雲画像を、速度の速

い最新のコンピュータを用いて分析できる現在の気象観

測水準をもってしても、台風進路の予測や被害予測を正

確に見積もることは容易でない。台風そのもののメカニ

ズムや台風の襲来によって生じる現象の正確な把握は、

それほど難しいものなのである。しかしその一方で、我

が国には観測時代のはるか以前から、六国史や公家日記、

寺社記録などの形で奈良時代以降の台風に関する記録が

多く残されている。これら残された記録が有する最大の

メリットは、観測データの 10 倍以上もの長期間におけ

る情報が継続的に得られるという点であろう。膨大な時

間の中で書き継がれてきた過去の記録をもとに、今後、

歴史時代に関する台風の研究が積み重ねられていけば、

その成果はおそらく現在の研究とも結びつき、将来の台

風研究にも大いに役立つものとなるだろう。

今回対象とした 794 ～ 1400 年の台風の中には、その

進路や規模、被害のおおよその有様などが推定できるも

のがいくつか見出される。それら個々の記録を丹念に読

み下し、そこから得られた空間情報を復原すれば、当時

の台風の大きさや人びとの対応のようすなどをかなり正

確に把握することが可能となる。それらについては、小

論で果たせなかった次の課題としておきたい。

参考文献・注

1）①荒川俊之（1958）「文永の役の終わりを告げたのは台風
ではない」、日本歴史、120、601–605。②同（1970）『お天気
日本史』、文藝春秋、9–79。



Historical Disaster Studies in Kyoto No. 19

12 片平　博文

2）水越允治（2009）「文永の役に嵐は吹いたのか」、天気、56
（11）、71–73。
3）三池純正（2010）『モンゴル襲来と神国日本 : 「神風伝説」
誕生の謎を解く』、洋泉社、13–167。
4）松嶋憲昭（2011）『桶狭間は晴れ、のち豪雨でしょう（メ
ディアファクトリー新書 38）』、メディアファクトリー、15–
46。
5）町田尚久（2014）「寛保 2年災害をもたらした台風の進路
と天候の復元」、地学雑誌、123、363–377。
6）水越允治（2004）「京都における歴史災害とその気象・気
候的背景」、京都歴史災害研究、1、3–11。同（1989）「近世
後期に近畿・東海地方に影響を及ぼした台風（中部 ・近畿
地方における古記録による歴史時代の気候復元）」、昭和 61
～ 63 年度科学研究費補助金（一般研究C）成果報告書、40–
52。
7）高橋和夫（1978）『日本文学と気象（中公新書 512）』、中
央公論社、151–182。
8）石井和子（2002）『平安の気象予報士 紫式部（講談社＋α
新書 130–1C）』、講談社、117–136。
9）河田恵昭（1991）「台風特性に及ぼす長期的な気温変化の
影響」、海岸工学論文集、38、931–935。
10）①片平博文（2008）「京都を襲った歴史時代の洪水− ９～
14 世紀を中心に−」、立命館大学文化遺産防災学「ことはじ
め」篇出版委員会編『文化遺産防災学「事始め」篇』、アド
スリー、115–127。②同（2013）「平安京・京都の洪水と旱魃
−史料分析を中心としたアプローチ−」、立命館大学「テキ
スト文化遺産防災学」刊行委員会編『テキスト文化遺産防災
学』、学芸出版社、43–36。
11）東京大学史料編纂所データベース（http://wwwap.hi.
u-tokyo.ac.jp/ships/shipscontroller）による（2017 年 12 月 1
日閲覧）。
12）外園豊基編（2003）『日本中世における民衆の戦争と平和
（2000 ～ 2002（平成 12 ～ 14 年度科学研究費補助金 基礎研
究）（A）（1）』、5–227。
13）池田正一郎（2004）『日本災変通志』、新人物往来社、58–
267。
14）気象庁ホームページ「過去の台風資料」（http://www.data.
jma.go.jp/fcd/yoho/typhoon/index.html）による（2017 年
11 月 25 日閲覧）。
15）滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県のい
ずれかの気象官署等から 300 km以内に入った台風のこと。
16）台風の影響や被害はある程度の広い範囲でみられることが
多いため、この数の中には大和・摂津などの五畿内と、断片
的な史料の得られる伊勢・伊賀・近江に関するものも含まれ
ている。
17）ここでは、全台風数 310 個から 8 世紀末の 4 個を除いた
306 個のデータを使用している。
18）筆保弘徳・伊藤耕介・山口宗彦『台風の正体　気象学の新
潮流 ②』、朝倉書店、2014、35–58。
19）『百練抄』は国史大系本、『民経記』は大日本古記録本、
『明月記』は国書刊行会本、そして『玉英記抄』は続史料大
成本によった。
20）国書刊行会本によった。
21）例えば、山本武夫（1976）『気候の語る日本の歴史』、そし
えて、201–230、吉野正敏（2011）『古代日本の気候と人び
と』、学生社、18–65、における文献レビューなど。
22）①阪口豊（1993）「過去 8000 年の気候変化と人間の歴史」、
専修人文論集、51、79–113。②同（2008）「過去 13000 年間
の気候の変化と人間の歴史」、吉野正敏・安田喜憲編『歴史
と気候　講座文明と環境 6』（新装版）、朝倉書店、1–12（初
版は 1995）。
23）北川浩之（2008）「屋久杉に刻まれた歴史時代の気候変動」、

吉野正敏・安田喜憲編『歴史と気候　講座文明と環境 6』
（新装版）、朝倉書店、47–55（初版は 1995）。
24）鈴木秀夫（2000）『気候変化と人間 － 1 万年の歴史－』、
大明堂、223–414。
25）吉野正敏（2007）「歴史時代の気候変動に関する研究の展
望」、地学雑誌、116、836–580。
26）上野充・山口宗彦（2012）『図解・台風の科学−発生・発
達のしくみから地球温暖化の影響まで−』、講談社、57–77。
27）水越允治編（2012）『古記録による 12 世紀の天候記録』、
東京堂出版、2–495。
28）前掲 22）、23）によれば、両者共この世紀を暖候期に位置
づけながら、阪口は 12 世紀後半に、また北川は同世紀半ば
過ぎ以降に、それぞれ気温の下がった時期があることを指摘
している。
29）前掲 22）、①、86、および②、2の図を参照。
30）前掲 23）、50。
31）山岬正紀（1982）『台風−最もはげしい大気じょう乱−』、
東京堂出版、83–119。
32）田中博（2007）『偏西風の気象学』、成山堂、1–78。
33）吉野正敏（2006）『歴史に気候を読む』、学生社、144–153。


